
研究概要
　各種分子触媒を用いたビニル化合物（モノ
マー）類の新規反応開発を行っています。その
中でも求核性の有機塩基である N- ヘテロ環状
カルベン (NHC) の触媒作用に着目し、電子不
足なビニルモノマーの触媒的な tail-to-tail 二量
化反応を見出しています。この研究テーマ以外
にも、NHC を用いた不飽和ポリエステルの高
耐熱化や、ルイス酸触媒を用いたビニルシクロ
プロパン類の反応や重合、各種分子触媒による
マイケル付加重合等を検討しています。

背景・従来技術
　二量化反応に関しては金属触媒による反応が
数例報告されていますが、触媒が特殊であり基
質適用範囲が狭くなってしまいます。一方、
NHC 触媒は市販されているほど高汎用性化合
物です。

特徴
　NHC 触媒反応は、炭素原子を活性中心とする
特徴的な反応です。NHC 触媒により、電子不足
なビニル基を電子豊富な状態へと極性転換させ
ることができます。これによりβ炭素 ( 官能基
から 2 番目の炭素 ) 間での結合生成が可能とな
りました。

実用化イメージ
　各反応生成物を高分子合成へと展開すること
を念頭に置き研究を行っています。二量体は各
種縮合系高分子の原料としての活用が期待され
ます。
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・核磁気共鳴装置
・分子量測定装置 (GPC)
・赤外分光装置
・その他、合成化学で利用する装置全般

・適宜ご相談させてください。
共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　上記のテーマ以外にも、ビニルモノマーの重合の分野などにもご相談に乗れると思います。
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